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Ⅳ．第１回研究班会議 横浜市立大学附属 2 病院の妊婦アンケート

調査中間解析結果 

2018年 12月 22日（土）13:00-16:00 フクラシア丸の内オアゾ/Hall B 

 

課題１ 妊婦健康診査のデータベース化に関する妊娠初期の感染性疾患検査結

果に対する妊婦自身の認識はどの程度正しいか～妊娠初期の感染性疾患スクリ

ーニングが母子に及ぼす影響に関する前向き観察研究より～ 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 母子医療センター 

小田上 瑞葉 

 

【目的】我々は母子の健康への影響が大きい感染性疾患として妊娠初期にスクリーニング

として行われる B 型肝炎（HBV）、C 型肝炎（HCV）、風疹、梅毒、ヒト T 細胞白血病ウイ

ルス（HTLV-1）、子宮頸癌及びその前癌病変について、スクリーニング結果が判明した後の

疾患予防や健康管理の実施状況とその効果を明らかにするための前向き観察研究を開始し

た。その一環として妊婦自身の感染性疾患検査結果に対する認識がどの程度正しいかを評

価するため、上記 6 疾患に対する妊婦の認識と実際の検査結果の一致率を調査した。（図２） 

 

【方法】横浜市立大学附属病院と横浜市立大学附属市民総合医療センターの 2 施設におい

て 2018 年 5 月から 8 月までの期間に、研究に同意した 563 名のうちウェブサイト上のア

ンケートに回答した 241 名（回答率 42.8％）の妊婦を対象とし、妊娠初期スクリーニング

検査で上記 6 疾患に対し異常を指摘されたかの回答と、実際の検査結果を比較し正答率を

見た。解析方法はκ係数を用いて 0.6 以上を正答率が高いとした。（図３） 

 

【成績】HBS 抗原陽性は 2 例、梅毒陽性は１例に認め、その 2 疾患の正答率はκ係数 1.0

で完全一致であった。（図４）子宮頸部細胞診異常は 4 例に認め、正答率はκ係数 0.745 と

高かった（図５）一方で、風疹抗体価が 16 倍以下であったのは 73 例に認めたが、風疹の

κ係数は 0.30 と低い正答率を示した。（図６）今回の対象の中には HCV と HTLV-1 陽性者

はいなかった。 

 

【結論】妊娠初期検査結果に対する妊婦の認識の正答率が高いことが確認された。一方で風

疹抗体価が低い妊婦は、その結果を異常であると認識していない可能性があり、妊娠中の風

疹罹患予防については十分な対策が急務である。（図９） 

 

(本研究内容の要旨は第 71 回日本産科婦人科学会学術講演会にて発表予定) 
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